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＜連絡事項＞
・定期心電図検査８名実施しています。
＜患者様連絡事項＞
・中村　寿昭様～14：00より青明舎：森氏来院され、面会しています。（小屋敷ＳＷ同席）
・井上　和美様～１０７ツムラ牛車腎気丸3 包　3×毎食後　7日分処方となっています。
＜皮膚科診察＞
・上村　みわ様～腰部の皮疹は治癒。背部中央に径５㎜の表皮剥離にはガーゼ（サージンパッド）保護の指示あり。
・小笠原　文人様～左後頭部に横2.5㎝×縦６㎝の脱毛局面あるが、切断されている毛髪も混在しており、機械的脱毛の可能性あり。フロジン外用液塗布の指示あり、外用液１本処方となる。

・下斗米　悟様～右第１趾爪囲に肉芽あり。ゲンタマイシン軟膏塗布の前にイソジン消毒し、ガーゼ保護する様指示あり。
・滝田　英人様～右第４趾の爪剥離は治癒、処置終了となる。
・出河　攻様～下腹部に紅色丘疹あり、急性湿疹の診断。デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指
示あり。軟膏１本処方となる。
・畑中　成夫様～左臀部に化膿性硬結４個あり、痛みもまだあるとの事。ゲンタマイシン軟膏＋ガーゼ保護の指示あり、内服薬：レボフロキサシン(500)１Ｔ　１×朝が５日分処方となる。
・高田　マキ様～左下腿に痛みや痒みを伴う発赤、水疱あり、丹毒疑いとの診断。ゲンタマイシン軟膏塗布＋ガーゼ保護＋包帯の指示あり。軟膏３本処方となる。
＜要注目の患者様＞
・風穴　義信様～歩行不安定、困難さ見られています。特にレストランや作業療法室への
移動の際にはかなりの時間を要しており、スタッフがマンツーマンで対応している状態です。深夜1：00には尿失禁見られ、衣類・リネン交換実施。その後も何度かトイレ覚醒し、その度に２、３杯飲水していたとの事。引き続き転倒に注意していきましょう。
・中村　寿昭様～昨日準夜帯にて不安感を訴え、19：20継続指示薬（エチゾラム）服用しています。本日は特に不安感訴える事なく日課やプログラムを行えています。不調訴えもありません。
・山田　晃大様～環境に関する訴えは特に聞かれず、夜間も眠れていると話されています。日課やプログラムには声掛け要していますが、拒否はなく取り組む事出来ています。
・伊藤　雄一様～1：30覚醒し、以後不眠で経過。4：15血圧測定し110/43ｍｍＨｇ、脈拍33回/分と徐脈。不調訴えるも、はっきりと表現出来ずにいます。脈拍再測定し34回/分で不整。口唇チアノーゼも見られており、臥床促しています。日中は血圧80台、脈拍変わらず30回/分台、酸素飽和濃度は90％前半で経過。プログラムは休んでいますが、食事はレストランにて全量摂取出来ています。
・上村　みわ様～食事は1/3～1/2摂取出来ており、介助に対する抵抗や拒否もありません。水分補給も行えています。妄想発言もありません。
＜馬渡Ｄｒケース検討・診察＞
・原　吉郎様～9/9（水）腹痛訴え、継続指示薬（チキジウム）服用している。朝食時も

　　　　　　　腹痛訴え、メイバランスミニ半分程度、食事も数口飲みの摂取。今朝も1/2

のみ摂取。作業療法はトランプ、ＣＤを聞きながら漢字のプリントに取り組んでいる。体重は48.9㎏～50.8㎏で経過。

　　　　診察→腹痛があっても便通や排ガスがあれば大丈夫であると主治医より説明を受け、「分かりました。」と返答している。臨時薬が同内容にて７日分処方となる。
・山田　晃大様～9/5（土）西病棟より転入。9/6（日）父様来院。本人は施設より自宅への退院を希望しているが、父様としては出来るだけ一人での生活に慣れて欲しいとの事。9/7（月）青山荘の日中体験利用（１回目）している。次回は9/15（火）予定。9/9（水）北病棟では落ち着かなくて夜も眠れない為、西病棟へ戻りたい事を主治医へ伝えて欲しいとスタッフへ訴えている。
　　　　　診察→調子について変わりはないと話すも、「ここは騒がしくて居られません。西病棟へ行きたいです。」と訴えている。個室が空いているのであれば良いかもしれないが、個室料金が発生するので家族とも相談する様主治医より説明受けている。臨時薬が同内容にて７日分処方となる。

・伊藤　雄一様～ＧＨ「わくわくの郷」より、入所判定会議にかけても良いか、本人の入所意思確認あり、入所意思がある事を先方へ伝えている。本日4：15、徐脈、リズム不整、口唇チアノーゼあり、体調不良訴えている。日中は臥床し過ごして頂くが、レストランへは往復自力歩行されている。食事は朝：2/3、昼：全量摂取。昼食後、酸素飽和濃度93～94％、徐脈は変わらず見られている。

　　　　　診察→診察時も徐脈、不整あり。以前八戸赤十字病院受診していた為、本人様へ相談すると、受診したいと希望聞かれている。紹介状は今週中に作成予定。ＰＳＷへ情報提供している。心電図、血液検査（院内セット３、甲状腺セット）の指示あり。臨時薬は同内容で７日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～9/9（水）他患者様のコップを盗っている。本人は否定していたが、再三の確認で認めている。

　　　　　診察→「調子は良い。他の人のコップを勝手に盗りました。水を飲もうと思って。これからは自分のコップを使います。（佐々木）悦子さんが部屋に勝手に入ってきて困ります。」と話す。

・佐々木　淳様～ＧＨ「わくわくの郷」への退院日として、ご家族様は9/26（土）を希望。

10/6（火）10：00初外来予約済み。担当者会議は9/21（月）14：00～当院で実施予定。

　　　　　診察→「足が痛い。」と言って右大腿部に手を当てている。退院が今月26日に決まった事を主治医から説明受けても動揺することなく受け入れている。臨時薬は同内容で７日分処方となる。
＜安ケ平Ｄｒケース検討・診察＞

・佐々木　悦子様～夜間の飲水量多く、トイレ利用頻回にあり。またおやつを特定男性患者様へあげることがあるため、再度禁となっている。
　　　　　　　診察→食欲はあり、睡眠もとれている。最近、体重が減ってきたと話している。作業では塗り絵を行っている。

・滝田　英人様～今朝は起床後より大声での独語聞かれている。血圧は90～110台で経過している。夜間の睡眠はとれている。皮膚科診察は本日で終了となっている。
　　　　　　　診察→気分は安定している。脈拍は72回/分、不整脈はあり。担当医からの受け答えはしているが、診察中も終始独語聞かれている。
・上村　みわ様～腰痛の訴えや妄想発言は聞かれない。体温37.0℃台まで上昇しておりクーリングなどで対応している。血圧は160～170台で経過している。
　　　　　　診察→9/8に実施した腰部のレントゲン検査結果より回復傾向であるとの事。腰痛のため、スミルスチックを塗布の指示があるが、皮膚が痒くなるからと塗りたくないと話している。

・出河　攻様～以前より歩行状態不安定となっている。転倒転落に注意していく。皮膚科
診察で下腹部に湿疹あり、デルモゾールＤｐ軟膏塗布の指示が出た事を伝

えている。

診察→食事や睡眠は安定している。血圧も異常なし。薬の自己管理は特に問題なし。作業では間違い探しをしている。義歯合わせのため、歯科受診予約している。排便－４日目であるが、本日排便あり。定期薬でセンナリド4Ｔとビオスリー配合ＯＤ錠を服用しているため、新たな処方はない。定期薬の変更はない。

・沼端　恵子様～日中は独語や粗暴性なし。多飲水で体重2㎏超えることがあり、夜間はトイレ頻回に行き、不眠で経過する事もある。
　　　　　　診察→夜間の睡眠や食事などはとれており、最近は追加の眠剤は飲んでいないと話している。担当医と筆談やりとりしている。
・坂本　のり子様～作業や活動などに拒否なく参加されている。トイレを長時間使用しており、他者から苦情来る事がある。夜間リハビリパンツを使用し、リネン汚染はみられていない。
診察→食事や睡眠はよい。作業では計算問題、国語の熟語書きをしている。

関節痛はない。体重の増加はない。来週の火曜日に衣類を買うため、外出希望したいと訴える。スタッフ付添いであれば可と指示あり。
・中川原　義雄様～外出訓練を今後どのようにしていくか、担当スタッフと検討していく予定。ラジカセのコードが紛失し、見つからない状況であるが本人は不満の訴えなどはない。
　　　　　　診察→先週の診察から両鼠径部の痛みはない。エアロビクスはしていない。体育館ではラジオ体操やウォーキングをしている。食欲や睡眠はよい。

気分は安定している。
